
          
日程  ２０２０年
参加者 CL
          
行程時間 ４：３０伊達道駅―５：３０羊蹄自然公園
     ８：５
     １４：１５
 駐車場 直ぐから針葉樹林の中を登って行く。
S 氏は雨を予想し、既にカッパズボンをはいている。なんと用意のいい事か？
ほどなくして、大きな風穴がある
トップが速いと
 道は徐々に険しくなり、体中から汗が噴き出てくる。水分
標高１０００ｍ辺りで、外人女性
ノースリーブに短パン姿でし
た。暫くすると、関⻄
ある中高年男性も降りてきた。
“山頂はいいよ〜晴れているよ
〜” に励まされて登る。
 暑いと言いながら
ズボン脱がずに登ってきた
は 6 合目でやっと脱ぎました。
晴れは何処へ行ったのか？登
れどもガスに覆われている。
 9 合目分岐過ぎ辺りからエゾ
ノツガザクラ、チシマフウロウ

 登山口に着いた時には雨も止み、ゆっくり帰り支度を
真狩温泉で汗を流し、帰路に着きました。
 一緒に登った皆さん
                          

          羊蹄山比羅夫コース（１８９８ｍ）
２０２０年 7 月
CL：藤木  

          B
４：３０伊達道駅―５：３０羊蹄自然公園
８：５0 5
１４：１５ 
直ぐから針葉樹林の中を登って行く。

は雨を予想し、既にカッパズボンをはいている。なんと用意のいい事か？
ほどなくして、大きな風穴がある
トップが速いと、後ろからブレーキの声が掛かります。

道は徐々に険しくなり、体中から汗が噴き出てくる。水分
標高１０００ｍ辺りで、外人女性
ノースリーブに短パン姿でし
た。暫くすると、関⻄なまりの
ある中高年男性も降りてきた。

いよ〜晴れているよ
に励まされて登る。

暑いと言いながら 
ズボン脱がずに登ってきた

合目でやっと脱ぎました。
晴れは何処へ行ったのか？登
れどもガスに覆われている。

合目分岐過ぎ辺りからエゾ
ノツガザクラ、チシマフウロウ

登山口に着いた時には雨も止み、ゆっくり帰り支度を
真狩温泉で汗を流し、帰路に着きました。

一緒に登った皆さん 
                          

羊蹄山比羅夫コース（１８９８ｍ）
月 12 日（土）

  Ａ班 L 渡邊
B 班 L 若林 

４：３０伊達道駅―５：３０羊蹄自然公園
5 合目―１０：５０
 5 合目―１５：３５登山口着

直ぐから針葉樹林の中を登って行く。
は雨を予想し、既にカッパズボンをはいている。なんと用意のいい事か？

ほどなくして、大きな風穴がある 1
、後ろからブレーキの声が掛かります。

道は徐々に険しくなり、体中から汗が噴き出てくる。水分
標高１０００ｍ辺りで、外人女性 2
ノースリーブに短パン姿でし

なまりの
ある中高年男性も降りてきた。 

いよ〜晴れているよ
に励まされて登る。 

 カッパ
ズボン脱がずに登ってきた S 氏

合目でやっと脱ぎました。 
晴れは何処へ行ったのか？登
れどもガスに覆われている。 

合目分岐過ぎ辺りからエゾ
ノツガザクラ、チシマフウロウ

登山口に着いた時には雨も止み、ゆっくり帰り支度を
真狩温泉で汗を流し、帰路に着きました。

 楽しい山行有難うございました。
                          

羊蹄山比羅夫コース（１８９８ｍ）
日（土）  天候

渡邊 SL 内山 
 SL 宇田 

４：３０伊達道駅―５：３０羊蹄自然公園
合目―１０：５０ 9 合目分岐―１１：４５山頂―１２：２５下山開始―

合目―１５：３５登山口着
直ぐから針葉樹林の中を登って行く。

は雨を予想し、既にカッパズボンをはいている。なんと用意のいい事か？
1 合目辺り。

、後ろからブレーキの声が掛かります。
道は徐々に険しくなり、体中から汗が噴き出てくる。水分

2 人が降りて来ました。夜中２時から登ったとの事、

等の花々に癒されながら登る。
遂に９名全員で登頂。下界の景色はないものの
上空に⻘空が⾒えている。
ザック軽く、腹
暗くなり始めた空から大粒の雨が落ちてきた。
用。 
大粒の雨は
して下山。
 それにしても、トップを行く

登山口に着いた時には雨も止み、ゆっくり帰り支度を
真狩温泉で汗を流し、帰路に着きました。 

楽しい山行有難うございました。
                          

羊蹄山比羅夫コース（１８９８ｍ）
天候  曇りのち雨

 太田 八重樫
 酒井 増川   

４：３０伊達道駅―５：３０羊蹄自然公園 P−６：２０半月湖
合目分岐―１１：４５山頂―１２：２５下山開始―

合目―１５：３５登山口着 
直ぐから針葉樹林の中を登って行く。 

は雨を予想し、既にカッパズボンをはいている。なんと用意のいい事か？
合目辺り。3 合目から順次交代でトップを務める

、後ろからブレーキの声が掛かります。 
道は徐々に険しくなり、体中から汗が噴き出てくる。水分

人が降りて来ました。夜中２時から登ったとの事、

等の花々に癒されながら登る。
遂に９名全員で登頂。下界の景色はないものの
上空に⻘空が⾒えている。
ザック軽く、腹 重く
暗くなり始めた空から大粒の雨が落ちてきた。

大粒の雨は、⾒る⾒るうちに登山道を小川に変
。40 分程で小降りになってきた。

それにしても、トップを行く
登山口に着いた時には雨も止み、ゆっくり帰り支度をして、

楽しい山行有難うございました。
                          

羊蹄山比羅夫コース（１８９８ｍ） 
曇りのち雨 

八重樫 
   （以上９名）

−６：２０半月湖
合目分岐―１１：４５山頂―１２：２５下山開始―

は雨を予想し、既にカッパズボンをはいている。なんと用意のいい事か？
合目から順次交代でトップを務める

 
道は徐々に険しくなり、体中から汗が噴き出てくる。水分補給するが、いくらでも入っていく。

人が降りて来ました。夜中２時から登ったとの事、

等の花々に癒されながら登る。 
遂に９名全員で登頂。下界の景色はないものの
上空に⻘空が⾒えている。 

重く 軽快に下山開始。
暗くなり始めた空から大粒の雨が落ちてきた。

、⾒る⾒るうちに登山道を小川に変
分程で小降りになってきた。

それにしても、トップを行く B 班は飛ぶように降りて行きました。
して、 

楽しい山行有難うございました。  
                          記録 八重樫

（以上９名） 
−６：２０半月湖 P−６：４５登山開始

合目分岐―１１：４５山頂―１２：２５下山開始―

は雨を予想し、既にカッパズボンをはいている。なんと用意のいい事か？ 
合目から順次交代でトップを務める

補給するが、いくらでも入っていく。
人が降りて来ました。夜中２時から登ったとの事、

遂に９名全員で登頂。下界の景色はないものの

軽快に下山開始。 
暗くなり始めた空から大粒の雨が落ちてきた。

、⾒る⾒るうちに登山道を小川に変
分程で小降りになってきた。 

班は飛ぶように降りて行きました。

八重樫 

−６：４５登山開始
合目分岐―１１：４５山頂―１２：２５下山開始―

合目から順次交代でトップを務める 

補給するが、いくらでも入っていく。
人が降りて来ました。夜中２時から登ったとの事、 

遂に９名全員で登頂。下界の景色はないものの ゆっくり昼食タイム。

  
暗くなり始めた空から大粒の雨が落ちてきた。7 合目辺りでカッパ着

、⾒る⾒るうちに登山道を小川に変えた。転ばぬ様、我慢
 

班は飛ぶように降りて行きました。

−６：４５登山開始 
合目分岐―１１：４５山頂―１２：２５下山開始― 

補給するが、いくらでも入っていく。 

ゆっくり昼食タイム。

 
合目辺りでカッパ着

えた。転ばぬ様、我慢

班は飛ぶように降りて行きました。

ゆっくり昼食タイム。

合目辺りでカッパ着

えた。転ばぬ様、我慢

班は飛ぶように降りて行きました。 


